
別記様式第２号

目標の
総蜂群数

基準年の
総蜂群数

令和３年１月１日時点

目標年の
総蜂群数

令和５年１月１日時点

達成率

福岡県 県内全域
福岡県養蜂等振興推進協
議会

養蜂 令和３年度

令和５年１月１日現在の飼
養蜂群数が、令和３年１月１
日現在の飼養蜂群数と比べ
３％増加

5,120群 4,970群 5,139群
112.7%
達成

・植栽検討会議：40名
・蜜源植物の植栽：約1.37ha
（モチノキ、山桜、デコポン、ポンカ
ン、キンカン、クロガネモチ）

　飼育群数は目標を達成してお
り、計画通りの事業成果があっ
たと考えられる。

福岡県 県内全域
福岡県養蜂組合蜜源植栽
推進協議会

養蜂 令和３年度

令和５年１月１日現在の飼
養蜂群数が、令和３年１月１
日現在の飼養蜂群数と比べ
３％増加

3,071群 2,981群 3,404群
470.0%
達成

・植栽検討会議：38名
・蜜源植物の植栽：約40ha
（レンゲ、吉野桜、サザンカ、モチ
ノキ、ミカン、ネズミモチ、コマツナ
ギ、アカシア、梅）

　飼育群数は目標を達成してお
り、計画通りの事業成果があっ
たと考えられる。

長崎県 県内全域 長崎県養蜂振興協議会 養蜂 令和３年度

事業実施地域における令和
５年１月１日現在の飼養蜂
群数が、令和３年１月１日現
在の飼養蜂群数と比べ３％
増加

1,267群 1,230群 1,164群
-178.4%
未達成

・植栽検討会議：15名
・蜜源植物の植栽：約19.93ha
（なたね、レンゲ、クロガネモチ、
ビービーツリー、ラベンダー）

　県下全域でダニ被害が悪化す
る中、事業実施４地域のうち長
崎市・波佐見町・五島市では養
蜂に関する知識・経験に乏しい
者が多く、対策が徹底できなかっ
たことから、飼育群数が減少し、
基準年の蜂群数を下回る結果と
なった。さらに、五島市ではダニ
被害による蜂群数減少を契機と
して、飼育者数が大きく減少し
た。
　県内全域でも、飼育蜂群数が
減少しているため、県や市を中
心に蜜源の有効活用と適正配置
に加え、衛生的な飼養管理技術
の普及により、事業効果の最大
化を求め、蜂群数の回復に取り
組むこととしている。
　今後、事業実施主体に対し、改
善計画の提出を求めることとす
る。

熊本県 県内全域
熊本県養蜂等振興強化推
進協議会

養蜂 令和３年度

令和５年１月１日現在の飼
養蜂群数が、令和３年１月１
日現在の飼養蜂群数と比べ
５％増加

6,474群 6,165群 6,527群
117.2%
達成

・植栽検討会議：約60名
・蜜源植物の植栽：106.4ha
（レンゲ、ナタネ、ヘアリーベッチ、
クロガネモチ、シマトネリコ、ヤマ
ハゼ、サカキ、ソヨゴ、エゴノキ）

　飼育群数は目標を達成してお
り、計画通りの事業成果があっ
たと考えられる。

持続的生産強化対策事業のうち養蜂等振興強化推進事業に関する事業評価票

成 果 目 標 の 達 成 状 況

地方農政局等の評価所見都道府県名 市町村名 事業実施主体名
対象作物
・畜種名

事業実施
初年度

具体的な
取組内容

成果目標の具体的な内容

評価機関名：九州農政局
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持続的生産強化対策事業のうち養蜂等振興強化推進事業に関する事業評価票

成 果 目 標 の 達 成 状 況
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熊本県 八代市域
鶴喰なの花村みつばち協
議会

養蜂 令和３年度

令和５年１月１日現在の飼
養蜂群数が、令和３年１月１
日現在の飼養蜂群数と比べ
３％増加

920群 885群 1,028群
408.6%
達成

・植栽検討会議：10名
・蜜源植物の植栽：0.38ha
（ヒマワリ、なの花、レンゲ、栗、
梅）

　飼育群数は目標を達成してお
り、計画通りの事業成果があっ
たと考えられる。

宮崎県 県内全域
宮崎県養蜂等振興推進協
議会

養蜂 令和３年度

2023年１月１日現在の飼養
蜂群数が、2021年１月１日
現在の飼養蜂群数と比べ
３％増加

5,050群 4,903群 5,353群
306.1%
達成

・植栽検討会議：宮崎県、宮崎県
養蜂組合、養蜂家他が参加し、２
回開催
・蜜源植物の植栽：2.24ha
（ソメイヨシノ、陽光桜、クロガネモ
チ）

　飼育群数は目標を達成してお
り、計画通りの事業成果があっ
たと考えられる。

鹿児島県 県内全域
鹿児島県養蜂振興推進協
議会

養蜂 令和３年度

2023年１月１日現在の飼養
蜂群数が、2021年１月１日
現在の飼養蜂群数と比べ
３％増加

7,829群 7,601群 7,142群
-201.3%
未達成

・植栽検討会議：14名
・蜜源植物の植栽：約30ha
（レンゲ、ナタネ、ヘアリーベッチ、
ヤブツバキ、クロガネモチ、ネズミ
モチ、ミモザ）

　計画的に事業は実施された
が、養蜂家の高齢化による離農
や、大規模養蜂家の経営状況悪
化による離農等により事業参加
農家の飼養蜂群数が減少した。
　一部の養蜂家では経営委譲等
により、蜂群の維持・増加が図ら
れているものの、大規模養蜂家
が経営破産したことによる蜂群
数減少の影響が大きく、基準年
の蜂群数を下回る結果となった
と考えられる。
　今後も、県や養蜂協会を中心
に経営指導等を行い安定的な養
蜂経営を続けつつ、蜜源の有効
活用を図り事業効果の最大化を
求め、蜂群数の回復に努めるこ
ととしている。
　今後、事業実施主体に対し、改
善計画の提出を求めることとす
る。


